【そのうちネタにすればいいじゃない！】

[bookmark: _GoBack]このコラムの依頼を頂いたとき、とっさに思ったのは「私が書いたら夫の愚痴になってしまう」ということだった。我が家の夫は、仕事人間で、家事・育児にはあまり積極的ではない。積極的ではない？ほぼ何もしない（笑）それは我が家のネタになりつつある。
　長女が５歳のとき、私の元に突然走り寄ってきて言った。「お母さん、お父さんが掃除機かけてるよ！」父が掃除機をかける姿を初めて見て驚いたのだった。私の夫は家の掃除をしない。未だに燃えるゴミの日の曜日を知らない。シャンプーがなくなってきたら水で薄めて使う。詰め替えの作業はしない。家事・育児の中で毎日のルーティンになっていることと言えば、自分が読む新聞を朝ポストに取りに行くことくらい。おっと、本当に愚痴になってしまう・・・。
　でもこうしてネタとして笑えるのも、それ以上に夫が夫にしかできない役割を担ってくれているからこそ。毎日家族のために一生懸命働いてくれていることはもちろん。得意な野球を子どもたちに教えてくれる夫。あらゆる分野の知識が豊富で、私たちが知らないことを何でも教えてくれる夫。どんなに私の作ったご飯が手抜きでも、味がイマイチでも、どんなに部屋が散らかっていても、一切文句を言わない夫。私のしたい仕事を自由にさせてくれる夫。どんなことがあっても私や子どもたちを否定することなく、大丈夫だよと背中を押してくれる夫。そんな夫にどれだけ救われているかわからない。今度は惚気みたいになってきた(笑)
　誰にでも得意・不得意、慣れ・不慣れがある。私も妻として、母として至らないことを挙げれば切りがないない。だからこそ、夫の強みを見つけることにフォーカスする、父親だからこそできることに感謝する。たまに、たまに？嫌味を言ったり、イライラしたりもするけれど。その時はまたネタにしてしまえばいい。そのくらいの大らかな気持ちで、日々を過ごしていきたい。
　何よりも私には子どもたちという強い味方がいる。「お父さんと一緒にお風呂に入りたい」「お父さんのスパゲッティが食べたい」と、「お父さんがいいコメント」をいいタイミングで入れてくれる。「そうだー！そうだー！」と母は、心の中で応援する。そして、「お父さんの方がいいよねー。お父さんの方が美味しいよねー。」と刷り込み、共謀者へと導く(笑)
　きっと、子どもたちは将来父を尊敬し、感謝するだろう。そういう夫だ。でも時が経ち、子どもたちが大人になったとき、自分たちの子育てを後悔することなく、笑って振り返ることができるだろうか。親から受けた愛情は、その次の世代へと受け継がれていく。いつだって、そのことを忘れずに、いろんなことを後々笑えるネタに変えながら、後悔しない日々を過ごしていきたい。夫と共に。
　
